第２章

計画の基本的な考え方

（１）計画策定の趣旨

　　

１９７５年（昭和５０年）の国際婦人年以降人間らしく平等に生きたいという女性たちの意識の高まりは世界的な広がりを見せ、我が国においても「男女共同参画基本計画社会基本法」の制定など男女平等に関する法制度の整備が進んでいます。また、福島県においても「ふくしま男女共同参画プラン」を策定し、男女共同参画社会形成に向けた取り組みが行われています。
こうしたことから、本町においても平成１９年度に「人権の尊重と男女共同参画社会に向けた意識改革」「様々な分野への男女共同参画社会づくり」「いろいろな生き方が選択できる社会づくり」の３つを基本目標とした「たなぐらまち男女共同参画基本計画」を策定し、男女共同参画社会を目指し取り組みを進めてきました。
しかし、各委員会や付属機関における女性委員数などは増加し、徐々に女性の参画は進んでいるものの、社会慣行や人々の意識の中には、まだまだ男女の役割を固定的にとらえる考え方が根強く残っています。
　　また、平成２６年度に策定した「第６次棚倉町振興計画」においては、今後のまちづくりを「自立と協働」の視点で進めつつ「住民が主役のまち」「安心で優しいまち」「誇りと愛着のもてるまち」の３つを基本理念とし、町の将来像を「人を・心を・時をつなぐ　たなぐらまち　～ほっとするわたしのふるさと～」とし、住民と行政が互いに尊重し自立と協働により、ずっと住み続けたい町を目指すこととしています。
　　このようなことから、男女が性別にかかわりなく自己の能力を自らの意思に基づいて発揮でき、あらゆる分野に対等な立場で参画し、ともに棚倉町のまちづくりを担う社会を実現するため、「第２次たなぐらまち男女共同参画計画」を策定します。

（２）計画の性格と位置付け

①　本計画は、「男女共同参画社会基本法」第１４条第３項の規定に基づき、棚倉町における男女共同参画社会の形成の促進に関する施策を総合的かつ計画的に推進することを目的に策定します。

②　本計画は、国の「男女共同参画基本計画」及び福島県の「ふくしま男女共同参画プラン」を勘案して策定します。

③　本計画は、「第６次棚倉町振興計画」や町における他の計画との整合性を図った計画であるとともに、住民の意見を尊重して策定します。


（３）計画の基本理念

　　

棚倉町の男女共同参画形成の必要性を踏まえ、この計画の基本理念を次のとおりとします。
　「男女が共に生き 知恵を出し合い 共に輝くまちづくり」

（４）基本目標

　
　棚倉町の男女共同参画社会の『基本理念』を踏まえ、すべての人が個人として尊重され、性別にかかわりなく、その個性と能力を自らの意志に基づいて発揮することができる社会を目指すため、以下の３つを基本目標と定めます。
基本目標１　男女共同参画への意識づくり
基本目標２　男女共同参画の社会環境づくり
基本目標３　人権が侵害されることのない社会環境づくり
（５）計画の期間

　　

本計画の期間は、「第６次棚倉町振興計画」の計画期間に合わせ平成２７年度から平成３６年度までの１０年間としますが、社会情勢の変化などを踏まえ、必要に応じて見直しを行います。
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